
一
般
会
計
・
歳
入

税
収
見
通
し

　
　
　

町
民
税
の
税
収
は
減
少
傾

向
、
固
定
資
産
税
の
税
収
は
増
加

傾
向
で
あ
る
。
税
収
の
傾
向
と
、

今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　

町
民
税
の
税
収
が
前
年
度

比
減
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
令
和

６
年
度
に
単
年
度
で
実
施
し
た
定

額
減
税
の
影
響
に
よ
る
も
の
。
当

面
は
、
宅
地
造
成
に
よ
る
就
労
人

口
の
増
で
、
増
収
で
推
移
す
る
と

想
定
。

　

固
定
資
産
税
も
新
築
家
屋
の
増

加
と
地
価
の
上
昇
が
し
ば
ら
く
続

く
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
増
収
で
推
移
す
る
と
想
定

し
て
い
る
。

　

10
年
後
は
人
口
減
少
な
ど
か
ら

減
収
も
考
え
ら
れ
る
。

一
般
会
計
・
歳
出

や
は
ナ
ビ
！
普
及
は

　
　
　

行
政
と
町
民
、
双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
潤
滑
に

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
行
政

ア
プ
リ
「
や
は
ナ
ビ
！
」
を
導
入

し
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
を
伸
ば
し
、
さ

ら
な
る
普
及
を
図
っ
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
の
自
主

事
業
で
ス
マ
ホ
教
室
を
実
施
し
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
仕
方
や
ア
プ
リ

の
使
い
方
を
普
及
。
今
後
も
継
続

し
た
い
。

　

ア
プ
リ
の
機
能
（
道
路
の
穴
ぼ

こ
通
報
や
ご
み
画
像
判
別
な
ど
）

を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
双
方
の

負
担
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
た
い
。

地
域
運
営
組
織
設
立

　
　
　

将
来
的
に
地
域
運
営
組
織

の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
、

介
護
や
子
育
て
、
商
工
業
な
ど
の

事
業
所
の
方
々
も
加
え
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

地
域
に
住
ん
で
い
る
方
だ

け
で
は
な
く
、
各
種
事
業
所
の

方
々
に
も
参
加
い
た
だ
け
る
組
織

体
制
は
理
想
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
、
集
落
支
援
員
制
度
を

活
用
し
て
一
人
雇
用
す
る
予
定
だ

が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

徐
々
に
将
来
を
見
据
え
た
広
域
的

な
組
織
運
営
に
結
び
付
け
て
い
き

た
い
。

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

過疎地域等の集落の維持・活性化のため、地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関してノウハウを有する人材が、集落の巡回・状
況把握、住民同士の話し合いの促進、これらを通じ必要とされた具体的な取組やその取組主体となる地域運営組織などのサポートを行う。

集落支援員

「集落点検」の結果を活用し、
住民と住民、住民と市町村との間で
集落の現状、課題、あるべき姿等に
ついての話し合いを促進

■集落点検の実施 ■集落のあり方についての話し合い促進 □集落の維持・活性化に向けた取組や取組主
体となる地域運営組織などのサポート

①デマンド交通システムなど地域交通の確保
②都市から地方への移住・交流の推進、
③特産品を生かした地域おこし、
④高齢者見守りサービスの実施、
⑤伝統文化継承、
⑥集落の自主的活動への支援 等

集落支援員の活動イメージ

市町村職員と協力し、
住民とともに集落点検
を実施

集落支援員を設置した地方自治体に対して特別交付税措置を講じる。
対象経費 集落支援員
措 置 額 集落支援員１人あたりの上限 専 任 500万円

  兼 任    40万円

※国勢調査における人口集中地区は措置の対象外 

0

特別交付税措置

※ 集落支援員は、地方自治体からの委嘱を受け、市町村職員と連携して活動

必須業務

総務省ＨＰより「集落支援員の概要」

AppStore GooglePlay

アプリのダウンロードは
QRコードから

令和６年度令和６年度のの決算決算をを
徹底チェック！徹底チェック！

令和７年矢巾町議会定例会９月会議では、令和６年度決算に関する審議が行われました。
審議のうち、９月16日に行われた総括質疑の内容の一部を報告します。
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関
係
人
口
創
出

　
　
　

関
係
人
口
の
創
出
や
二
地

域
居
住
の
推
進
に
予
算
を
投
入
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

で
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　

移
住
定
住
を
促
進
し
た
い

考
え
も
当
然
あ
る
が
、
本
町
に
お

い
て
は
岩
手
医
科
大
学
の
移
転
に

伴
い
、
通
院
者
・
医
療
従
事
者
の

通
勤
に
よ
る
関
係
人
口
が
増
え
て

い
る
。
こ
こ
を
中
心
と
し
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
で
関
係
人
口

の
創
出
を
図
る
こ
と
が
、
第
一
義

的
な
取
り
組
み
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

自
殺
対
策

　
　
　

子
ど
も
の
自
殺
を
増
や
さ

な
い
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　
　
　

若
年
層
対
策
と
し
て
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
出
し
方
教
室
を
継
続
実
施
。

　

子
ど
も
た
ち
が
抱
え
て
い
る
想

い
の
伝
え
方
を
手
助
け
す
る
目
的

で
あ
る
。

　

こ
の
教
室
を
通
し
て
、
一
人
一

人
が
普
段
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や

す
い
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。

環
境
整
備
事
業

　
　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

と
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
実
態
や
状
況
を
良

く
確
認
し
、
在
り
方
を
見
直
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た

も
の
を
見
直
す
時
期
に
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
は
各
組
織
の
強
化
を
図
り
つ

つ
、
交
付
の
在
り
方
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交

付
金
は
、
条
件
不
利
な
実
態
を
良

く
把
握
し
、
国
に
継
続
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

町
内
事
業
者
支
援

　
　
　

町
内
商
工
事
業
者
を
育
て

て
い
く
と
い
う
観
点
で
、
単
に
事

業
者
の
企
業
努
力
と
せ
ず
、
町
と

し
て
ど
う
支
え
て
い
く
考
え
か
。

　
　
　

町
内
は
中
・
小
企
業
が
中

心
で
あ
り
、
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
中

で
、
最
低
賃
金
の
上
昇
も
経
営
圧

迫
の
要
素
に
な
る
。
企
業
努
力
だ

け
で
は
済
ま
な
い
問
題
と
捉
え
て

い
る
。

　

今
は
県
の
支
援
金
制
度
の
活
用

な
ど
も
促
し
な
が
ら
、
将
来
的
に

は
農
商
工
共
創
協
議
会
で
も
検
討

し
て
い
る
が
、
町
内
で
収
穫
し
た

も
の
を
町
内
で
加
工
す
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
も
模
索
し
て

い
き
た
い
。

町
営
住
宅
政
策

　
　
　

令
和
６
年
度
に
新
規
入
居

者
募
集
が
一
切
な
か
っ
た
町
営
住

宅
に
つ
い
て
、
今
後
の
在
り
方
は
。

　
　
　

町
営
住
宅
か
ら
別
の
町
営

住
宅
へ
の
転
居
の
相
談
も
あ
る
。

現
在
、
三
堤
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
終
わ
ら
せ
た
う
え
で
、
遅
く
て

も
11
月
に
は
新
規
入
居
を
進
め
て

い
く
方
針
。

　
　
　

子
育
て
世
帯
に
対
応
し
た

町
営
住
宅
の
整
備
な
ど
の
進
捗

は
。

　
　
　

子
育
て
世
帯
に
特
化
し
た

町
営
住
宅
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、
制

度
設
計
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

小
学
校
プ
ー
ル

　
　
　

各
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
老

朽
化
状
況
と
、
外
気
温
の
上
昇
に

よ
る
今
後
の
授
業
の
在
り
方
は
。

　
　
　

各
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
老

朽
が
進
ん
で
い
る
が
、
毎
年
度
の

使
用
に
問
題
が
な
い
よ
う
軽
微
な

修
繕
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
長
期

的
な
視
点
を
も
っ
て
、
長
寿
命
化

計
画
に
沿
っ
て
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

　

気
温
上
昇
に
伴
う
授
業
の
在
り

方
は
、
各
学
校
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
次
年
度

以
降
の
対
応
を
検
討
す
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

令
和
６
年
度
は
入
館
料
無

料
の
方
が
多
か
っ
た
た
め
に
歳
入

が
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
今
後

有
料
の
入
館
者
を
増
や
し
収
益
を

上
げ
て
い
く
方
策
は
あ
る
か
。

　
　
　

令
和
７
年
度
か
ら
８
年
度

に
か
け
て
、
知
識
経
験
者
の
助
言

を
も
と
に
徳
丹
城
の
保
存
活
用
計

画
を
策
定
す
る
予
定
。

　

こ
れ
を
軸
と
し
て
、
い
か
に
人

を
巻
き
込
み
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
と
し
て
展
開
し
て
い
く
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

矢巾町歴史民俗資料館

いわてやはば議会だより234号
令和７年10月24日発行3

令
和
６
年
度
決
算



決
算
の
審
査
結
果
は
、
各
会
計

と
も
正
確
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
健
全
化
判
断
比
率
は
昨
年

と
比
べ
減
少
し
て
お
り
、
傾
向
と

し
て
は
安
定
化
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
運
営
は
依
然
と
し

て
基
金
の
運
用
に
大
き
く
頼
っ
て

お
り
危
機
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
ま
た
、
事
務
執
行
に
お
い

て
は
、
一
部
不
適
切
な
会
計
処
理

が
あ
り
、
同
様
の
事
案
が
複
数
年

度
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
第
８
次
矢
巾
町
総
合
計

画
の
着
実
な
進
捗
を
図
る
た
め
の

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
と
、
適

切
な
事
務
処
理
を
行
う
た
め
の
よ

り
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り

を
望
み
ま
す
。

収入額 支出額

特
別
会
計

国民健康保険事業会計 25億3,993万2千円 25億1,552万4千円
介護保険事業会計 27億8,147万3千円 25億6,557万5千円
後期高齢者医療会計 3億2,912万6千円 3億2,358万6千円

企
業
会
計

水道事業会計
収益的 9億307万7千円 6億7,271万円
資本的 3,672万1千円 4億6,810万9千円

下
水
道
事
業
会
計

公共下水道事業
収益的 8億4,948万1千円 7億4,721万3千円
資本的 2億3,619万5千円 4億5,178万1千円

農業集落排水事業
収益的 3億424万2千円 2億7,650万7千円
資本的 5,362万9千円 2億1,063万8千円

※金額はすべて千円未満切捨で掲載

監
査
委
員
は
こ
う
見
る

詳 細 は

令
和
６
年
度
決
算
の
詳
細

は
、
矢
巾
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い

特　別　会　計　・　企　業　会　計

代
表
監
査
委
員

　
高 

橋 

憲 

康

監
査
委
員

　
沼 

田 

由 

子

令和６年度決算概要令和６年度決算概要
一　般　会　計

自主財源
46.2%

依存財源
53.8%

民生費
35.5%

総務費
18.6% 

土木費
11.4%

公債費
9.6%

教育費
8.1%

衛生費
6.9%

農林水産業費
4.5%

消防費
3.1% 商工費・議会費など

2.3%

歳出（使ったお金）
129億6,960万4千円

歳入（入ってきたお金）
136億227万5千円

町税など
町の皆さんが
納めたお金

地方交付税など
国や県から
もらえるお金

いわてやはば議会だより234号
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１�　
予
算
計
上
に
当
た
っ
て
は
、
見
積
も

り
精
度
の
向
上
と
執
行
管
理
の
徹
底
を

図
り
、
各
事
務
事
業
の
費
用
対
効
果
を

適
切
に
検
証
さ
れ
た
い
。

２�　
町
か
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
尽
く
す
と
と

も
に
町
民
に
対
し
て
も
わ
か
り
や
す
い

形
で
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。 

３�　
ふ
る
さ
と
納
税
お
よ
び
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
お
い
て
は
、
知
恵
と
工
夫

を
凝
ら
し
歳
入
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４�　
人
材
育
成
事
業
（
国
際
交
流
）
に
つ

い
て
、
希
望
す
る
多
く
の
生
徒
を
派
遣

で
き
る
よ
う
な
渡
航
費
用
の
補
助
を
検

討
さ
れ
た
い
。

５�　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
を
精
査

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、 

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
の
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。

６�　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
・
人
的
被

害
防
止
対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
ら
れ

た
い
。

７�　
世
界
的
な
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

８�　
不
登
校
児
童
生
徒
の
適
切
な
相
談
や

心
身
ケ
ア
に
努
め
適
応
支
援
員
の
増
員

を
図
ら
れ
た
い
。

９�　
小
中
学
校
の
体
育
館
は
教
育
環
境
の

改
善
の
た
め
、
冷
暖
房
設
備
な
ど
の
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

令和６年度決算の採択に際しての討論

令和６年度決算に対する付帯意見９項目

令
和
７
年
９
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
は
、
各
委
員
が
総
務
分
科
会
・
産
業
建
設
分
科

会
・
教
育
民
生
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
管
す
る
事
業
の
決
算
内
容
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
16
日
は
全
体
を
総
括
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。審

議
を
尽
く
し
た
結
果
、
９
月
19
日
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
昆　

秀
一
委
員
長

が
、
９
項
目
の
意
見
を
付
し
て
認
定
す
べ
き
と
の
意
見
書
を
議
長
に
提
出
し
、
賛
成
多

数
で
認
定
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
：
小
川
文
子
議
員

職
員
の
待
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
職
員
を
大
切
に
し
て
、

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
と
町
政
運
営
が

う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
が
令
和
６
年
度

の
最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
反
対
討

論
と
す
る
。

賛
成
討
論
：
赤
丸
秀
雄
議
員

経
常
収
支
比
率
や
公
債
費
負
担
比
率
が
改
善
傾
向
に
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
長
き
に
渡
る
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に
よ
る

定
額
減
税
に
よ
り
個
人
・
法
人
町
民
税
が
減
っ
て
い
る
中
、

工
夫
と
効
果
的
に
行
政
運
営
を
行
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
上
下
水
道
の
整
備
が
最
重
要
で
あ

る
た
め
、
今
後
も
安
全
安
心
で
、
安
定
し
た
供
給
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

令
和
６
年
度
決
算
は
良
い
こ
と
も
多
い
事
業
内
容
で
あ
っ

た
が
、
監
査
委
員
の
意
見
書
や
９
項
目
の
付
帯
意
見
に
見
ら

れ
る
若
干
の
課
題
が
残
っ
た
。
特
に
も
ふ
る
さ
と
納
税
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
、
賛
成
す
る
こ

と
を
表
明
す
る
。

討
論
と
は
、
議
会
の
会
議
に
お
い
て
採
決
の
前
に
他
の
議

員
の
賛
同
を
得
る
た
め
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、

賛
成
か
反
対
か
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
決
算
の
採
択
に
際
し
て
は
、
２
人
の
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

認定！
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